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主に取り上げ，彼らの運動経過と運動感覚意識の報告を引用してこの欠点を抱える学習者の運
動感覚について考察を進めていきたい。
Ⅲ．後転とびの運動構造と実施上の問題点
１．後転とびの基本技術と運動構造
マット運動における後転とびは，「跳ぶ技術」「回る技術」「支える技術」の３つに大別され
る。即ち，踏み切り技術・後方回転技術・着手技術がその中核をなしている。しかし，体操競
技のような専門性を求めなければ，「跳ぶ」「回る」が習得できれば一応の運動形態として「後
転とび」と認められるようになる。なお，後転とびの運動構造に関するさらに詳細な情報につ
いては先行研究４，５，６）に詳しいのでここでは省略することにする。
図１ 後転とびにおける主な局面
２．本研究における後転とびの習得段階
後転とびの習得を目的として，本授業では中村の幇助による段階的学習方法９）に基づいて８
週（９０分の授業のうち約４５分を後転とびにあてた）にわたって実施した。なお，本研究は後転
とびの学習方法自体を検討するものではないため，詳細は先行研究９）にゆずることにしたい。
以下は，先述した跳ぶ技術・回る技術を習得するために本授業で実施した学習の一部である。
この２つの融合こそが後転とびの学習における難関として他の先行研究でも指摘されている１，３，９，１０）。
ほとんどの学習者が経験したことのある「垂直とび」の跳躍方法をもとに，図２のように後
方に向かって踏み切る練習を繰り返し，後転とびの踏み切り動作を部分的に学習させた。ここ
では，両腕の動きをはじめとした上半身部分の動作と重心を後方へと移動させるための下半身
の動作を分習的に取り組ませ，上半身と下半身部分の動きが同調を示すまで繰り返し練習させ
た。また，多くの学習者にとって非日常的な局面となる後方回転の感覚を形成するために，図
３のように幇助を用いることによって必要な感覚を段階的に習得させた。
２０２ 佐藤：マット運動の後転とびにおける“膝が抜ける”現象について
図２ 踏み切り動作の学習（文献２よ
り転写） 図３ 幇助による後方回転の感覚の形成
３．後転とびの学習における“膝が抜ける”こと
図４は，本授業の学習場面において見られたいわゆる“膝が抜ける”というつまずきの実施
例である。これらの事例において共通することは，先述した後方回転を伴わない踏み切り動作
の部分的な練習段階では問題なく遂行できるものの，いざ後方回転を行う場面になると，それ
までの踏み切り動作の学習で習得した動きが実施できず，結果的に後転とびができない，ある
いはできたとしても回転不足に終わってしまうという点である。なお，踏み切り動作の部分的
な学習を見る限りでは，これらの学習者に後転とびに必要とされる跳躍力そのものが欠落して
いるとは考えにくい。このような障碍が一般的に“膝が抜ける”といわれる典型的な欠点とい
えよう。またこのような欠点は，後転とびが“なんとか回れた”というレベルのものから“まっ
たく回れなかった”というようなものまで，その度合いこそ異なるが頻繁に見られたつまずき
である。
図４ 後転とびにおける“膝が抜ける”実施の例
後転とびの踏み切り動作を効果的に行うためには，上半身の回転加速を行う前に，腰部を後
方に移動させるという体重移動の技術が必要となる１，２，５，６）。図５は膝が抜ける欠点を克服した
２０３
後と，克服する前の踏み切り動作を縦に並べて比較したものである。また，体重移動が行われ
ているかどうかを示すために，実施者が立っている地点には垂線を引いた。これを見てわかる
ように，膝が抜ける欠点を克服した後の実施では踏み切り動作によって腰の位置が後方へ移動
しているのに対して，克服する前の時期の踏み切りでは，予備運動で膝を曲げた後に腰部が前
方へ移動しているのがわかる。後方への体重移動が効果的に行われていない，いわゆる“膝が
抜ける”という実施とは，外形的に見れば，踏み切りの際に下腿部が前傾すること，腰部分が
前方へ移動することに特徴付けられる。
図５ 膝が“抜けない”踏み切り（左）と“抜ける”踏み切り（右）
Ⅳ．考 察
以上の３名の事例から，後転とびでは膝が抜けるという欠点がなぜ生じやすいのかを考えて
いく上で，以下の２つの観点から考察を進める。
ある運動における欠点を抽出するときや技術を比較するとき，一般的には運動経過の映像を
観察するとともに，目標とされる良い例と比較し，どこを修正すべきかを見出す，というよう
２０４ 佐藤：マット運動の後転とびにおける“膝が抜ける”現象について
後転とび（文献５より転写）垂直方向
な手順でなされる場合が多い。その場合にはビデオ機器をはじめとする分析装置は大きく貢献
しうる。しかしこの欠点の場合，学習者は自らの外形的な欠点にすでに気付いており，目標と
する動きの形と学習者自身の動きの差を認識している場合が多い。つまり，学習者にとっては
〈そう動きたい〉のに〈そう動けない〉という反逆身体７－２００頁）と直面しているのである。その
ため，ここでは運動経過に見られる外形的な欠点の指摘に加えて，実施者の動感意識を併せて
検討していくことでこの運動現象の本質を捉えようとするものである。
１．後転とびにおける踏み切り動作の運動構造
後転とびにおいて他の運動には見られない最も特徴的な部分といえば，踏み切り動作といえ
よう。空中に跳び上がるために行う踏み切り動作は，さまざまな運動種目において経験するも
のではあるが，“後方に回転しながら踏み切る”という運動形態は他の運動種目どころか器械
運動においても特種な形態であり，多くの学習者が経験したことのないものである。図６は垂
直方向への踏み切り動作と後転とびの踏み切り動作である。このように，後転とびの踏み切り
動作では“後方への回転を伴う動き”が求められることになり，この非日常的な動きの習得こ
そが技の習得に大きな意味を持つことになる。
図６ 垂直方向への踏み切りと後転とびの踏み切り
この踏み切り動作の特性を明らかにするための視点として，ここでは後方回転を起こす際の
背屈動作と膝の動きの関係に着目してみたい。この関係を考察するために学習者の中から数名
の被験者を選出して簡単な実験を行った。被験者らには直立位から後転とびを実施する際の着
手位置を確認させ，その位置に踏み切りを行わずに着手をするという課題を与えて実施させた。
その結果，被験者の全ては図７のように頭部から腰にかけての背屈動作とともに下腿部分を前
傾させるという方法を用いた。この下腿部の動きは後転とびにおける“膝が抜ける”という動
きと極めて類似したものであった。このことから，“膝を抜かす”という行為自体が，後方へ
回転するといった運動を未経験者が行うにあたり，引き起こしやすい動作なのではないかと考
えられる。〈着手を行うために後方を確認する〉という志向性は〈身体を背屈させる〉ことに結び
２０５
つき，そしてその背屈を助長するために〈下腿部分を前傾させる〉ことにつながるのではないか
と考えられる。
これらのことから，後転とび特有の踏み切り動作の中で，後方回転を促すための背屈動作が
“膝が抜ける”という現象を誘発している可能性が示される。後転とびにおける背屈動作は後
方へ身体を回転させるためには不可欠な動作ではあるが，踏み切り動作との同調が上手くいか
なければ相互の機能を阻害してしまう可能性がある。これらのことが後転とびにおける踏み切
り動作の構造で特徴的な点であるといえよう。
図７ 直立位からの背屈動作
２．学習者の運動感覚意識
次に，このような膝が抜ける欠点を持つ学習者が持っている動感意識を探るため，ここでは
学習過程において学習者から得られた動感意識の報告に基づいてその意味内容を考察していく。
以下は，学習過程の中で“膝が抜ける”というつまずきが顕著に見られた時期の各学習者の報
告である。これらの内容と“膝が抜ける”ことの関連性をそれぞれの報告ごとに記述していく。
報告１（学習者Ａ）：練習してきた踏み切りかたを行う余裕がない
報告２（学習者Ｂ）：頭から落ちてしまいそうなので，後ろに体重移動するのが怖い
報告３（学習者Ｃ）：手を着くところが見えないので怖い
①報告１「練習してきた踏み切りかたを行う余裕がない」について
この報告を行った学習者は，学習段階の初期で十分な踏み切り動作の練習を行ってきたにも
かかわらず，いざ後方回転を行おうとした場合，それまで学習した踏み切り動作が遂行できな
かったという例である。学習者にとって，本来後転とびの土台となるはずの踏み切り動作を意
図的に消失させようとしているということはありえないため，踏み切り動作の意識ができなく
なる理由が存在するはずである。
後転とびの未習得者にとって空中で逆位になるということは，極めて非日常的な動きである。
２０６ 佐藤：マット運動の後転とびにおける“膝が抜ける”現象について
そのため後方回転動作に意識が集中し，その結果，いくら踏み切り動作の動き方を部分的に習
得していても，それらを同時に意識して遂行することができなくなる。つまり，踏み切り動作
の意識が背景に沈んでしまうことになるのではないかと考えられる。
②報告２「頭から落ちてしまいそうなので，後ろに体重移動するのが怖い」について
学習過程において膝が抜けないような踏み切り動作を行うために，腰や下腿部を後方へ移動
させることや，ロイター板などの坂を利用して意図的に後方への踏み切りを促すようにはして
いる。しかし，後方への過度の体重移動は，学習者が意図するより低い位置に飛び出すことに
なる。そのため，十分な後方回転動作を行う空間的なスペースがなくなってしまい，着手姿勢
を作ることができず頭部から落ちてしまうケースがしばしば発生する。そのような失敗を一度
経験してしまうと，“踏み切る”ことよりも“頭部からの落下を回避する”ことを優先するよ
うになってしまう。このため，後方回転の意識のウェイトが大部分を占めるようになり，ます
ます踏み切り動作における体重移動が消極的になってしまうということが考えられる。
③報告３「手を着くところが見えないので怖い」について
これは踏み切り動作において，首が早い時期に背屈してしまう学習者に多いコメントでもあ
る。着手地点の先取りが早い段階で現れることで，後方への体重移動が不十分になりやすい。
金子のいう背中先行の技術５）が欠如しているといえる。
しかし，後転とびの未習得者にとって彼らの視覚に入らない場所に向かって飛び出したりす
ること，あるいは着手を行うということに対しては相当の恐怖心がともなうものである。効果
的な手の振りかた，背中先行の回転加速などを具体的に説明して理論的には理解させても，危
機回避の学習者の反応として着手の先取りが早くなってしまいやすいのであろう。恐怖心から
発生する“早すぎる着手の先取り”が，効果的な踏み切りの実施を妨げることにつながり，そ
の結果“膝が抜ける”ことに影響を及ぼしているものと考えられる。
３．考察のまとめ
以上のことから，後転とびの学習過程において頻繁に見られる“膝が抜ける”という現象は，
踏み切り動作の構造の特徴と，未習得者特有の運動感覚意識から生じているものと考えられる。
以下に，その要因の一部を記述するが，これらの要因は決して個々に独立して存在するのでは
なく，それぞれの絡み合いの上にこの現象が起こっていると考えるべきであろう。
・一般的な跳躍動作と後転とびの踏み切り動作の構造上の違いが大きいこと。
・後方回転を起こす背屈動作が後転とびの踏み切りの弊害となりやすいこと。
・上半身による後方回転動作が意識に上りやすいことで，踏み切り動作に対する意識が背景へ
沈んでしまいやすいこと。
・後方への体重移動を伴う踏み切りは，未習熟者にとっては恐怖心を抱きやすく，頭部を守る
２０７
という危機回避の反応が起こりやすいこと。
Ⅴ．結語・展望
本研究では，後転とびの習得過程で生じる“膝が抜ける”という現象に着目し，それが発生
する要因の一部を挙げることができた。このつまずき事例は後転とびに関する多くの先行研究
においても指摘されていることを考えると，具体的な対処法やつまずかせない学習方法の開発
は今後の大きな課題となろう。
今後このようなつまずきの発生に関するより詳細な検討と，それらを解決するための効果的
な後転とびの指導方法の検討が必要となる。またこれにより，体操競技選手の専門的な後転と
びの指導法の検討が可能になると考えられる。
※本研究は平成１６年～２０年度文部科学省「私立大学学術研究高度化推進事業」（学術フロンティ
ア推進事業）の助成の一部を受けて実施された。
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